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京都の散歩道 （2）愛宕山と比叡山 
 

 先月は左京区北端の三国岳を話題にしましたので、今月はその延長で山につい

て取り上げたいと思います。 

 京都の人にとってまず思い浮かぶ山といえば、西の愛宕山（924m）と東の比叡山

（848m）でしょう。特に、愛宕山は京都市で一番高いと思っておられる方も少なく

ないようですが、高さでは皆子山（971m）、峰床山（970m）、地蔵山（948m）の次で

す。なお、比叡山については 
 
「厳密にいえば、比叡山という山はない。北から水井山（みずいやま、七百九十四メートル）、横高山

（よこたかやま、七百六十七メートル）、三石岳（さんごくだけ、六百七十五メートル）、大比叡（おおび

え、八百四十八メートル）、四明岳(しめいがたけ、八百三十五メートル）の総称である。一番高いのは

その名の通り大比叡。しかし、これは京都側からは同じ峰続きなので、手前の四明岳の陰になって見

えない。だから、京都で比叡山といえは四明岳ということになっている。市内あちこちの見る位置によ

っててっぺんの形がちがうのは、この大比叡と四明岳の重なり具合が原因なのだ。」（倉部きよたか、

『京都人は日本一薄情か』、文春新書、2005、p.81） 

とのことです。 

 地図で見ると愛宕山と比叡

山は岩倉の京都国際会館とほ

とんど同じ緯度で西東に並ん

でいることも分かります。何

かと対比される愛宕山と比叡

山については、京都で育った

子どもなら一度ならず聞かさ

れる昔話があるそうですね。 
 
「幼い頃に祖母がこんな話を聞かせてくれたことがある。昔、愛宕山と比叡山が背比べをした。結果は

愛宕山の方が少しだけ背が高かった。悔しがった比叡山が愛宕山を殴った。しかし振り下ろしたゲン

コツが一番高いところから少しだけ逸れてしまった。その結果、愛宕山には窪みができたが、背比べ

では比叡山が負けてしまったという。これは京都の町の東西に聳える比叡山と愛宕山との関係を知る

上で示唆に富んだ昔話である。話の背後には、比叡山延暦寺と愛宕修験との競い合いが秘められて

いるのだろうか。」（鵜飼均編著、『愛宕山と愛宕詣り』、京都愛宕研究会、2004、pp.4-5） 
 
「愛宕山の祭神は中世に入ると、後の縁起にあるような具体的な名を持つ祭神となってあらわれるよ

うになる。（中略）このように、呪詛や恨みといった怪しさをもって愛宕山や天狗が語られていることが

注目される。ここから考えられることは、当時の愛宕山が、中央ではなく少し異端の位置付けであった

ことである。現任京都でよく語られる、愛宕山と比叡山が喧嘩して、比叡山が叩いて愛宕山のこぶが

できたという話は、比叡山と愛宕山の権力闘争、更に言えば愛宕山が敗れたことを示唆するとも考え

られる。」（同、pp.24-25） 

編集人 
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京都の散歩道 （3）平安京 

 残念ながら今年も葵祭（賀茂祭）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

中止（葵祭行列保存会と葵祭行列協賛会が3月15日に発表）。緊急事態宣言（東京・

大阪・兵庫・京都 2021年4月25日─5月11日：政府は5月5日現在で延長検討中）

直後でもあります。平安時代、「祭」といえば賀茂祭のことだったそうですので、

今月はせめて平安京の姿を想像してみたいと思います。 

 京都市が1994年に平安建都1200年記念として編集発行した「甦る平安京」は、

ひとたびページを開くや、尽きない魅力に引き込まれる美しく貴重な本で、元京

都市埋蔵文化センター・京都市考古資料館第9代館長の梶川敏夫氏による美しい

図や文章も含まれています。 

 
平安宮復元図（「甦る平安京」京都市編集・発行（1994）、pp.10-11 図版1より：梶川敏夫氏のご

許可をいただいて掲載） 

 同書には次ページのように現在の京都市地図に平安京を重ねた図も示されてい

ます（p.80）。現在の千本通り（二条以南）が朱雀大路ですので、現在の“京極”が

京の東端であったことはよく理解できますね。当時の東京極大路は寺町通（寺町京

極）に対応するそうです。 
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 なお、白河法皇（1053 ‒ 1129）が天

下三不如意と嘆いた「賀茂川の水、双

六の賽、山法師」の鴨川については、

京都土木事務所による「鴨川の河川整

備工事について」に下図のような興味

深い情報があることを付記します。 

http://www.pref.kyoto.jp/kyotodoboku/documents/kamoseibi-1.pdf 

 それでは「天子／君子は南面す」（https://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/index.php?page 

=ref_view&id=1000090295）──前頁と同じく梶川氏による図で平安京を北方から眺めて

いただき、新型コロナウイルスの早期収束を祈りましょう。 

 
北方から俯瞰した平安京（「よみがえる古代京都の風景－復元イラストから見る古代の京都―」 
三星商事印刷（2016）、p.19 図版9より：梶川敏夫氏のご許可をいただいて掲載）  編集人 
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京都の散歩道 （4） 本能寺の変──明智軍の進軍ルート 

 日本歴史上の最大の謎とも称される“本能寺の変”は、天正10年6月2日（1582

年6月21日）未明の出来事でした。中国地方の「毛利氏の軍勢と対峙する羽柴秀吉

に加勢するため、わずかな近習を連れ京都・本能寺に滞在していた織田信長を、

おなじく中国攻めに加わるために大軍を率いて本拠地・丹波亀山を発した明智光

秀が急襲し、信長と嫡男・信忠を殺害」（1）しました。光秀の動機には諸説あって議

論が続いていますので素人が立ち入ることは避け、ここでは明智軍の進軍ルート

だけを話題にします。なお進軍前の5月28日、光秀が愛宕山に登り「時（土岐）は今、

雨（天）が下しる（命令）五月かな」と揺れる心を詠んだことも有名ですね。 

 

 光秀が本能寺に向かったのは上図で赤く示した山陰道に沿ってです。ただし、

「古代山陰道のコースについて実ははっきりしない。平安京羅城門を起点として大

縄手を西行して桂川を横断、樫原、大枝、王子（亀岡市）に至っ」（2）たとのことで

す。明智軍は本来中国攻めなら沓掛から南進するところを東進しました。山陰道

は、桂駅から京大桂キャンパスに向かうバス路線と2回交差します。当時は桂川に

橋もかかっておらず、有名な「敵は本能寺にあり」という言葉はこの桂川で発せ

られたと、頼山陽の『日本外史』にあるそうです（3）。桂川を越えて東側は平安京

の区画も残っていたかもしれませんが、図中で点線表示した直線路は根拠に欠け

るのではないかと思います。なお、現在の本能寺は三条河原町のバス停そばにあ

るので誤解しがちですが、当時は四条堀川の少し北東側（中京区元本能寺南町）

にありました。最後に、本件に関連して楽しめる記事（4）や映像（5）を付記します。 

（1）週刊新発見！日本の歴史、1号（朝日新聞出版2013年6月11日） 

（2）https://ja.wikipedia.org/wiki/山陰道 

（3）https://ja.wikipedia.org/wiki/本能寺の変 

（4）6月2日は「本能寺の変」明智光秀の進軍ルートをたどる 記者3人で夜通し25キロ、 

   https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/257341 

（5）【車載動画】 京都古道７ 旧山陰道 【千本七条～亀岡】 

   https://www.youtube.com/watch?v=1qZEeXa_q_Q&t=143s              編集人  

https://www.mapion.co.jp/ 
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京都の散歩道 （5）祇園祭と貞観時代 

400年近い平安時代の前半200年の天皇（在位期間、足掛年数）を調べてみました。 
50代 桓武（781-806、25）、51代 平城（806-809、3）、52代 嵯峨（809-823、14） 
53代 淳和（823-833、10）、54代 仁明（833-850、17）、55代 文徳（850-858、8） 
56代 清和（858-876、18）、57代 陽成（876-884、8） 

下線の清和天皇が在位したのが貞観時代（859-877）

で、畑中章宏氏（１）によりますと

「平安時代になると、疫病の流行は無実の罪を着せられて

亡くなった御霊（ごりょう）によるものだと考えられるようにな

る。疫病に対して、人びとは御霊を鎮め災厄を祓うための

仏事をおこない、また歌舞や騎射、相撲、走馬（はしりうま）

などを催した。こうした御霊鎮めは畿内から諸国にも広がっ

た。貞観5年（863年）の春、「咳逆病（しわぶきやみ）」が流

行り、多くの人びとが倒れたため、朝廷は「神泉苑」で国家

的な「御霊会」を初めて開いた。神泉苑には早良（さわら）親

王、伊予親王など六柱の御霊の霊座が設けられ、経典の

演述や、雅楽の演奏、稚児の舞などか奉納された。なお御

霊会のきっかけになった咳逆病は、現代のインフルエンザ

だった可能性が高いとされている。（p.12）」 
 貞観時代は疫病だけでなく、天変地異

・864年（貞観6年）富士山大噴火：延暦大噴火（800）や

宝永大噴火（1707）とともに3大噴火の1つ

・869年（貞観11年）貞観地震

も畳みかけました。最近10年の間に東日本大震災と新型コロナウイルスに見舞わ

れた現在とも重なります。

「その後も、富士山の噴火や貞観大地震などの大災害が襲ったことから、貞観11年

（869年）6月14日に、当時の国の数である66本の鉾を造り、祇園社（八坂神社の前身）

から神泉苑に神輿を送る「祇園御霊会」が催され、災厄の除去を祈った。この祇園御霊

会が「祇園祭」の起源だとされている。（p.26）（1）」 
 疫病を鎮めるための祇園祭が新型コロナウイルスにより中止になるのは、まったく残

念かつ皮肉なものですね。

（1） 畑中章宏、日本疫病図説、笠間書院、2021。

（2） RIKOH プリントアウトファクトリー https://www.printout.jp/CL/GRH/RE/020/CL-GRH-RE-020.html

付記： 今回、疫病に関する本をいくつか読んでみましたが、なかでも山本太郎「疫病と人類」、朝日新

書（2020）は深みがあって感銘深い本ですね。まず、山本さんご自身が素晴らしい方だと思いました。 

編集人 

（2） 
祇園大明神 「諸宗仏像図彙3」

より元禄3年（1690年） 

インド祇園精舎の守護神とさ

れる牛頭天王は、平安京・祇園

社の祭神で、「祇園天神」とも
呼ばれた。古代神話のスサ
ノヲノミコトと習合して各地の
天王社に祀られ、薬帥如来
を本地仏とした。（1）



京機短信 No.356, 2021年8月 

- 54 -

京都の散歩道 （6）国際日本文化研究センター データベース 

 今月は、やはり「五山送り火」に関し

て散歩をしてみようと、関連の本をあ

れこれや調べておりました。しかし、

その結果判明したのは、これだけ京都

市民のみならず日本中に知れ渡った行

事でありながら、その起源、つまり

whenも、whoも、whyもよく分からない

とのことです。このため、これ以上調

べてみるのは諦めたのですが、文献を

調べているうちに、国際日本文化研究

センター（日文研）に、興味深いデータ

ベースが公開されていることに、遅ればせながら気付いたのです。

なお、京大桂キャンパスに向けて京阪京都交通の赤いバス（桂駅西口からは20・

20B系統、京都駅前からは21・21A系統）に乗ると、9号線から曲がって山道を登り

始める樫原鴫谷（かたぎはらしぎたに）手前で「南極観測隊料理長のお店レストラ

ン“赤おに”・・・花の舞公園前で」とアナウンスのある例の「日文研」です。

特に筆者が関心をもったデータベースを以下に列挙します。

・平安京都名所図会 https://db.nichibun.ac.jp/pc1/ja/category/meisyozue.html

『都名所図会』 https://www.nichibun.ac.jp/meisyozue/kyoto/c-pg1.html

『拾遺都名所図会』 https://www.nichibun.ac.jp/meisyozue/kyotosyui/c-pg2.html

『都林泉名勝図会』 https://www.nichibun.ac.jp/meisyozue/rinsen/c-pg3.html

『花洛名勝図会』 https://www.nichibun.ac.jp/meisyozue/karaku/c-pg4.html

『花洛細見図』

『都名所画譜』 https://www.nichibun.ac.jp/meisyozue/gafu/c-pg6.html 

『京都名所順覧記』

『京都名所撮影』https://www.nichibun.ac.jp/meisyozue/satsuei/c-pg8.html 

・都年中行事画帖 https://db.nichibun.ac.jp/pc1/ja/category/gyouji.html

・吉田初三郎式鳥瞰図データベース https://iiif.nichibun.ac.jp/YSD/

・古写真 https://db.nichibun.ac.jp/pc1/ja/category/oldp.html

・和歌 https://db.nichibun.ac.jp/pc1/ja/category/waka.html

なお、

・艶本資料 https://db.nichibun.ac.jp/pc1/ja/category/enbon.html は要申請（汗）

編集人

https://www.nichibun.ac.jp/pc1/ja/information/access/ 
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京都の散歩道 （7）「竹取物語」と八幡竹 

 今月は表紙に写真を載せた「中秋の名月」にちなんで、

「竹取物語」と「竹」を話題にします。まず、近刊でスザ

ンヌ・ルーカスさんの面白い本（1）を見つけました：著者は

World Bamboo Organization （ https://worldbamboo.net/ ） のExecutive Director

で、「竹がかかわる物語のなかでもっとも有名なのが、日本の『竹取物語』だろ

う。10世紀頃に成立し、現存する日本最古の物語とされるこの説話は、竹のなか

から見つかった不思議な少女の生涯を題材にしている。（p.116）」と紹介してい

ます。「竹取物語」は、日本が世界に誇ることができる昔話のようです。

 そこで、何十年かぶりに「竹取物語」（2）を読んでみました。「そうか、最後は帝ま

でがプロポーズしたのか」と思い出すと同時に、日本人とりわけ京都人と関わりの

深い竹に思いが移りました。竹に関する本を検索すると、古くは京大教授だった

故上田弘一郎（1898-1991）先生の本（3）（4）、新しくは大阪市大教授だった内村悦三

（1932-、やはり京大農学部出身）先生の本などに多数行き当たります。文献（3）によ

りますと、身長3寸＝約9cmのかぐや姫が入っていた竹は「マダケ」だそうです（今

日一般に見られる「モウソウチク」は中国から1730年代に伝わったので該当しな

いとのこと、pp.86-91）。一方、かぐや姫の里はどこでしょうか？ 文献（4）により

ますと、一説には西京区大原野竹林、もう一説には富士市中比奈だそうです

（pp.77-88）。とはいっても、帝からのプロポーズの一件を含め、京都人として

は前者を取りたい気持ちです。

 竹と言えば、京都人なら思い浮か

ぶもう一つのことはエジソンでしょ

う。石清水八幡宮の竹（八幡竹）をエ

ジソンが白熱電球のフィラメントに

採用したということは右図（5）のサイ

トなどにも説明されていますが、今

回、前述のルーカスさんの文献（1）中

に比較的詳しい説明を見つけたのと、男山エジソン頌徳保存会の貴重な資料（6）を

国会図書館で入手できたのとで、長文になりますがご紹介します。以下の本文は

前者（1）からの引用、脚注は後者（6）に基づく補足です。

「竹はその独自の細胞構造により、ほかの重要な用途にも利用されている。たと

えば、最初に特許が取得された電球は、竹の炭化フィラメントを使っていた。長

持ちする炭素フィラメント電球を開発し、近代史の方向を大きく変えた人物こそ、

アメリカの有名な発明家トーマス・エジソンである。エジソンは1879年、32歳の

ときに、タールとすすを塗った炭化綿フィラメントを使い、白熱電球の製造に成

http://www.iwashimizu.or.jp/story/kj.php?seq=14&category=0
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功した。だがこれは、45時間しかもたなかった。600時間以上もたなければ売り物

にはならない。そう考えたエジソンは、世界各地からフィラメントに使えそうな

素材を6000種以上集め、その有効性をひとつひとつテストしていった。そんなあ

る日、研究室にいた東洋好きの男が持ってきた竹の繊維を試してみたところ、そ

のフィラメントは200時間もった。そこでエジソンは、竹のテストを集中的に行お

うと考え、世界中の竹を取り寄せることにした1。電球のフィラメントに最適の竹

を求め、20人以上の研究者がさまざまな国に派遣された。そのために10万ドルを

超える費用が投じられたという。19世紀末の当時としてはかなりの額である。 

1880年、エジソンのもとで働く研究者のひとり、ウィリアム・H・ムーアが日

本にやって来た。当時の首相伊藤博文と外務大臣山縣有朋に面会し、京都へ行け

ばいい竹があるかもしれないとの情報を得たムーアは、早速京都へ向かい2、明治

新政府の約2代京都府知事槇村正直に話を聞いた。すると、嵯峨野や八幡の竹が電

球のフィラメントに適しているかもしれないという。

実際、八幡で採取したマダケ（学名phyllostachys bambusoides）製のフィラメ

ントで電球をつくると、2450時間もちこたえた。エジソンは、エジソン・ゼネラ

ル・エレクトリック・カンパニーを設立して八幡の竹3を使った電球の製造に乗り

だし、10年余りにわたり世界中にこの電球を輸出した（1894年により耐久力のあ

るセルロース製フィラメントの電球が開発され、竹の炭化フィラメントの時代は

終わった）。その功績により、日本ではエジソンは「発明王」として知られ、石清水

八幡宮がある男山の山頂にはエジソンの記念碑が設置されている。（pp.96-97）」 

参考文献

（1） Susanne Lucas（スザンヌ・ルーカス）、竹の文化誌、原書房、（2021）

（2） 長尾剛、竹取物語 すらすら読める日本の古典<原文付き>、汐文社（2018）

（3） 上田弘一郎、竹と日本人、NHKブックス、（1979）

（4） 上田弘一郎、竹づくし文化考、京都新聞社、（1986）

（5） http://www.iwashimizu.or.jp/story/kj.php?seq=15&category=0
（6） 立下三郎、Thomas A. Edison and Japanese Bamboo、（1989）、非売品。

男山エジソン頌徳保存会（現京都男山エジソン協会：事務局は京阪・石清水八幡宮駅前カフェ・

キャンドル、立本信氏）

編集人

1 エジソンは細かく指示しています：①肥料の施していない竹 ②8年から10年経た竹 ③秋

10月から12月に収穫したもの ④根から1m上部12節を取る ⑤節と節の間隔は35cmから

40cmのもの ⑥竹の内側の柔らかい部分をはがし ⑦1cmの幅にして100本の束にまとめて 
2 東海道線の新橋駅─神戸駅間が全通したのは1889年なので、1880年夏にムーアは船で横浜か

ら神戸に移動したようです。神戸のアメリカ領事館を訪れる途中、街の扇子屋に飛び込み「こ

の扇子はどこで作っているか」と聞くと「京都、三条の宮脇賣扇庵 http://baisenan.co.jp/ 」と

のことだったので、京都に着くや宮脇賣扇庵を訪れたものの英語が通じません。そこで、知事

の槇村正直が仲介に入ったのがきっかけのようです。 
3 正確には、現在の嵯峨野から大山崎にかけての竹藪と、八幡市から京田辺市普賢寺（同志社大

の南端付近）にかけての竹藪から集められたそうです。
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京都の散歩道 （8）出版社 

読書の秋ですので今月は本の話題を。「李承

晩」と「蒋介石」をまとめて宇治
．．

二
．
色
．
アイス
．．．

の

ようなタイトルとした珍しい本を図書館で借り

てみた（目次だけ確認したら、結局つまらなそ

うで読みませんでしたが）ところ、奥付（右図）

からなんとあの三一書房は、元は京都の出版社

だったんだと気付きました1。そういえばいかに

も京都らしい雰囲気だなぁと。そこで同社のホ

ームページhttps://31shobo.com/ を見てみると 

とありました。同社の原点となった吉田泉殿町1-1は、百万遍のマクドナルド付近

（西側）です2。京大構内にある京都大学学術出版会 https://www.kyoto-up.or.jp/ や

吉岡書店（後述）の次に近い出版社だったんですね。そこで、思いつくままで申し

訳ありませんが、京都に拠点をおく馴染み（名前をよく目にする）の出版社を調

べてみました（https://www.books.gr.jp/publisher.html）。 
・化学同人 https://www.kagakudojin.co.jp/ 化学の殿堂、敬礼！

・かもがわ出版 http://www.kamogawa.co.jp/ 加藤周一さんのイメージが強いですね。

・現代数学社 https://www.gensu.jp/ 山本義隆さんの「熱学思想の史的展開」は稀代の名著です。 

・思文閣出版 https://www.shibunkaku.co.jp/publishing/ 百万遍でよく見ますが本の方は・・・

・人文書院 http://www.jimbunshoin.co.jp/ 「東京出版文化圏の渦から少し身を離して、日本有

数の文化都市であり学術都市である京都の洛南伏見の地にて（HPより）」いい言葉ですね！

・数研出版 https://www.chart.co.jp/ 高校でチャート式にはお世話になりました。

・（世界思想社）教学社 https://ss-kg.jp/ 大学受験用の永遠のベストセラー？赤本。

・淡交社 https://www.tankosha.co.jp/ 「君子之交淡若水」に由来する格調高さ。筆者には無縁。

・PHP研究所 https://www.php.co.jp/ 新書はこの10月で創刊25周年。もうすぐNo.1300です。

・光村推古書院 http://www.mitsumura-suiko.co.jp/ 京都に関する魅力的な本がいっぱい。

・ミネルヴァ書房 https://www.minervashobo.co.jp/ ヘーゲルの『法哲学』序文にある「ミネル

ヴァのふくろう」からだそうです。あぁむずかし。

・吉岡書店 http://www.yoshiokasyoten.sakura.ne.jp/ 古くさく質実剛健ですが物理の名著群。

編集人

1 井家上（いけがみ）隆幸「三一新書の時代」論創社（2014）によると、同志社大出身の田畑弘と竹

村一が創業。百万遍の古本屋「三一書店」（朴元俊店主は「三・一運動」にちなんで命名）の2階か

ら始まったので、それにあやかって三一書房となったそうです。話題となった本に、「人間の條件」（五

味川純平）、「愛のコリーダ」（大島渚）、「検定不合格日本史」（家永三郎）など。
2 マクドナルド東側の旧レブン書房 http://www.kyoto-up.org/archives/1617 ではありません。

1945年10月 京都（京都市左京区吉田泉殿町1-1）にて創業。1947年 東京出張所を設置（千
代田区神田神保町1-14）。1949年 京都社屋移転（京都市左京区北白川西平井町24）。1957
年 東京出張所移転（千代田飯田橋2-14）。1961年 東京本社（千代田区神田駿河台2-9）
を新築。京都本社、飯田橋出張所を合併移転。 
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京都の散歩道 （9）泰斗による中国歴史研究 
 
 今月も読書の秋にちなんで、京大が誇る東洋史

学の泰斗、宮崎市定（1901-95）先生と貝塚茂樹

（1904-87）先生の名著にスポットライトを当てて

みたいと思います。お二人とも「京都支那学」と

称された内藤湖南（1866-1934）先生や桑原隲蔵

（じつぞう）先生（1871-1931）の最後の弟子にあ

たります。といっても、筆者自身、せっかく京大

に長年いたのに宮崎・貝塚両先生の畢生の研究

成果も知らないようではもったいない、恥ずか

しいと、今秋遅ればせながら読んだに過ぎない

ことを白状します。また、中国と台湾そして米国

を含めた国際関係が過去になく緊張している今日、その原点に遡ってみるよい機

会であると考えたことも読む動機となりました。なお、発行年は以下のようで、

両書とも1966年の文化大革命から少し経過したところまでが記述されています。 
◆宮崎市定：中国史 

岩波全書（上 1977、下 1978）→ 岩波文庫（上・下 2015） 
◆貝塚茂樹：中国の歴史 

岩波新書（上 1964、中 1969、下 1970）→ 著作集第八巻、中央公論社（1976） 
（なお、現在は岩波新書のKindle版だけが新規入手できますが、古書入手ある

いは図書館利用の際は、中央公論社合冊版の方が断然読みやすくお薦めです。） 
❖ 

 まずは、より大部で多数の図・表・写真や索引も完備している貝塚先生の方か

ら読んでみました。はしがきでは「単に断代史をつなぎ合わしただけで通史はでき上らない。

断代史をこえた視点が必要であるからである。それはときに中国をこえて、アジア全体、さらに人類史

一般の立場からながめることも必要とする。」、第八巻あとがきでは「通史の記述の困難は何を

書くかでなく、何を書かずにすますか、その選択にあると思われる。」と述べておられます。記

述は極めて整然として明確で体系的、かつ本文より少し小さめの字で随所に挿入

された詳細な項目説明により理解が一層促進されます。この大著から適切にポイ

ントを抽出するのは筆者には不可能ですが、いちばん印象に残ったのは「第一次大

戦中の日本の二十一ヵ条要求を中心とする弾圧政策がもとになって、日中戦争までエスカレートしてき

た。二十一ヵ条を強制した失策の責任はいくら責めても責めたりない。」という強い主張です。 
❖ 

宮崎市定    貝塚茂樹 
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 貝塚先生の本の読了後、直ちに宮崎先生の本に移りました。この順番は正しか

ったと思います。というのも宮崎先生の本は極めて個性的で、上巻などは、先生

が75歳だった1976年9月1日から毎日5枚とノルマを定めて90日で一気呵成に書

き上げられた（下巻の解説で引用された1977年1月発行「日本読書新聞」より）こ

とからも理解できるように勢いがあり、体系的に学ぶ教科書のようには構成され

ていないからです。1977年6月に書かれたはしがきには「ここ十数年は学生を持たない

から、従って講義したこともない。（中略）私はこの書の読者を、私の学生に見立てて、学生の前で久し

ぶりに講義するつもりで筆を執ることにした。（中略）私は将来ある若い世代を相手に学問を語りたく

思う。」と何とも熱いのです。前出の日本読書新聞には「最初に案を立てる時、有益な本

にしようか、それとも読み易い本にしようかと迷った。有益な本とは、学校の副読本などに指定され、

授業の進行にあわせて、しぶしぶ読まされる本のことである。読み易い本とは、歴史学に直接関係しな

い人でも、大した苦痛を伴わずに、一週間位で読破できそうな本のことを言う。全書本という外形から

すると、書店にとっては前者の方が為になるかも知れないが、まかり間違って受験の参考書にでも利用

されると心外でもあり、後者の方に定めた。」ともあります。一方、むすびには「私はこの書

を書くに当って、既存の概説書、またはこれに類するものは、他人のものも、また自分のものも、成る

べく見ないように心掛けた。（中略）私はなるべく私の記憶だけに頼って、この書中に書きこむ題材を選

んだ。もし私の記憶から全く忘れ去ってしまったような事実ならば、それは忘れられるだけの価値しか

ない事実だ、と判断する自信が私にはある。」とのことです。すごい自信と気迫です。 
 内容について少しだけ紹介します。「常に世界史を

念頭におき、世界史的立場から、最も具体的に個別の歴史研究

に取組む用意が必要だ」という主張は貝塚先生と軌を

一にします。そして、「時間と空間が織り成す座標軸の広

さ」を問題とし、先生が考案された略年表が左図で

す。古代、中世、近世、最近世の四分法に基づき、

時間差を伴って世界全体が関連していて、さらに

中国と日本の関係だけに注目すると、近世に入る

までは中国が先行したものの最近世では逆転した

ことを示しています。先生は、ソルボンヌ大学、

ハーバード大学、ハンブルク大学、ルール大学に

客員教授としても招聘され、正に世界的な視点で

東洋史学に関する研究を深められたといえます。 
❖ 

 両書刊行後半世紀近く経った今日、アメリカと中国を中心とする世界展開とな

りました。両書から学んだ視点で考えなおしてみたいと思います。   編集人 
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京都の散歩道 （10）桑原武夫先生たちによるフランス革命研究 
 
 先月は京大の東洋史学を話題にした以上、今月は京大のフランス研究を話題に

せずにはいられないと思います。まずは、以下に①～④の名著・名訳書と、それ

らの著者・訳者の写真を並べてみます。 
 

     
  桑原武夫       河野健二      上山春平       樋口謹一    多（夛）田道太郎 
 （1904-1988）    （1916-1996）   （1921-2012）   （1924-2004）     （1924-2007） 
 
以上の写真は、『京大広報』 https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/196363 
 341号（1987.11）    506号（1996.10）   681号（2012.9）     587号（2004.2）     631号（2008.2） 
（桑原先生は文化勲章受章記事、他は訃報）からです。一方、執筆当時の写真も『世界の歴史10』と
『世界の名著37』（中央公論社）の創刊時付録より入手できましたので、25～50年程度の差があってど
ちらも貴重と思い以下に掲載します。（ご尊顔の変化もさることながらメガネの流行変化も顕著です。） 

     
 

①桑原・河野・上山・樋口：『フランス革命とナポレオン』 
世界の歴史10、中央公論社（1961） → 中公文庫（1975） 〔オ

リジナル版と文庫版のページ割は全く同一で、両者とも索引が

ないのは惜しいですが、文庫版には年表が追加されています〕 

②J. ミシュレ：『フランス革命史』 

 ＜訳：桑原・多田・樋口＞ 
世界の名著37、中央公論社（1968） → 中公バックス（1979） 

→ 中公文庫 上下（2006） 〔オリジナル版の付録には桑原先生と司馬遼太郎

（1923-1996）氏の対談がありますが、一方、文庫版には小倉孝誠氏の32ページ

に及ぶ解説があります。文庫本は現在も新規入手可能です。〕 

③河野・樋口：『フランス革命』 
世界の歴史15、河出書房新社（1969） → 河出文庫（1989） 〔オリジナル版と文庫

版のページ割は全く同一で、前半が河野先生で後半が樋口先生。オリジナル版に

は合計24ページのカラー写真が挿入されていますが文庫本にはありません。しか

し、索引は文庫版の方が拡充されています。現在はKindle版が入手できます。〕 
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④A.・トインビー：『図説 歴史の研究』 

 ＜訳：桑原・樋口・橋本・多田＞ 
学研（1976） 〔1冊版と3分冊版があります。いずれも

3kg以上ある大きく重い本です。なお、新たに第3訳

者の橋本峰雄先生（1924-1984：写真入手できず）は

京大哲学科出身ですが、神戸大教授にして鹿ヶ谷に

ある法然院の第30代貫主だったとのことです。〕 

❖ 
 桑原武夫先生については、京機会ニュースNo.43、pp.16-17（2021年10月）の拙記事 

https://keikikai.jp/wp-content/uploads/2021/10/newsNo.43.pdf でも少し触れました。今から

70年以上も前のことなので若い方はご存じないかもしれませんが、フランス文学を専門

とする桑原先生が1948年に東北大から京大人文科学研究所（本ニュースレター口絵は

分館）に戻られて以降、多彩な研究者で構成する学際共同研究システム 〔ルソー研究

（1951）、フランス百科全書の研究（1954）、フランス革命の研究（1959）（後述の⓪）、ブ

ルジョワ革命の比較研究（1964）、中江兆民の研究（1966）、文学理論の研究（1967）、

ルソー研究第2版（1968）〕 を推進するとともに多くの弟子を育てられたことは京大の輝

かしい歴史の中でも特筆されることです。そこで今回は、とりわけ若い方に向けて、世

界史の中でも極めて重要かつ興味深いフランス革命に関する桑原先生たちの著作を

紹介したいと思います。これらは60年から45年前の本ですが、決して古さを感じさせな

い名著（名訳）中の名著（名訳）であると思います。前掲書①について、フランス革命に

関して多数の著作のある安達正勝（1944-、京大の仲間内ではなく東大出身）氏の『物

語フランス革命』（中公新書、2008）の文献案内でも「桑原武夫編『フランス革命とナポレオン』

中公文庫（世界の歴史10） この本は、ごく一部、日付や人名表記等の間違いがあるが、日本語で書

かれたフランス革命史の中でもっともすぐれていると私は思う。」と第一に挙げています。 

❖ 
 ここで、前述の学際共同研究システムの成果の一つであり、前掲書①の元となった 

⓪桑原武夫編：『フランス革命の研究』、岩波書店（1959）を紹介します。 
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これは、1953.11～1958.6の4年半ほどの間に、上記のようにさまざまな分野の18人の

研究者が124回の研究会を開いた成果をまとめたものです。その「はしがき」で、以下

のように述べておられるのは重要と思います。「かつて『ルソー研究』を公けにしたとき、イデオ

ロギーを異にする人びとの集まった共同研究の弱味ということが指摘された。たしかにあの研究には

思想の一貫性がとぼしく、その批判は正当であった。ただ、さまざまの考え方をもつ人びとの協力は、

基本的な点についての一致があるかぎり（たとえば、フランス革命についてテーヌ1的見解をとるもの

の皆無）、特定の一（“１”の漢数字）イデオロギー（長音符）にたつ人びとの集まりよりも、自由発想の

幅と量が多く、そのシゲキが生産性を高める利点のあることに評者は気づいていなかった。私たちは

三つの共同研究を重ねるうちに、協力者のうちにおのれの基本線をすてた転向ではなく、相違の中の

接近ともいうべき空気が生まれたことを、この上なき幸輻とし、またいささか誇りと思うものである。」 

❖ 
 筆者は、①は文庫版発行当時から目を通しておりましたが、その著者4人中の2人が

8年後に上梓された③の方は最近気付いたに過ぎません。さらに、今回の記事をまとめ

るに際し前述の⓪に加え②と④を確認しないのは方手落ちと思い、急遽“日本の古本

屋”経由で古書を入手しました。特に、②のミシュレの書は、桑原先生が「本書はそのフラ

ンス革命を最も生き生きと伝える名作であるが、同時に、歴史叙述の模範として推奨する価値がある」

と絶賛しておられ、いうまでもなく⓪や①のバックグラウンドの一つともなっています。な

お、ミシュレの浩瀚な原著11巻を『世界の名著』全集の規格（550ページ）に収めるため

「若干の重要な章は全訳し、その他の章は7ポ活字（注：文庫版では10級）を用いて要約するが、その

さいも、特色的な個所は8ポ活字（注：文庫版では12.5級）で直訳すること」で約5分の1に圧縮され

ています。全編にわたり印象深く、とりわけロベスピエールの最後（かつ全編の最後）

は劇的です。また、1789年10月5日、数千のおかみさんたちが「パンをよこせ！」と叫び

ながら国王（ルイ16世）と議会に要求してパリからヴェルサイユに行進し、王室をパリに

つれてゆくのでなければ承知しないといって夜を徹して座り込んだ結果、やむなく王室

は承諾し翌6日午後パリのチュイルリー宮殿向けて行進する個所で、「十月六日の革命、

必要で正当な革命〔そうしたものがあるとしてのことだが〕、まったく自発的で予想外で、真に人民的な

この革命は、とりわけ女性の行なった革命であった。七月十四日の革命が男性の革命であったように。

男はバスチーユを奪い、女は王を奪った。」と表現することも筆者には印象的でした。 

 以下の「革命家の生涯」の棒グラフ図は、共同研究報告書⓪の中で作成され、

いくぶん省略された図は①にも掲載されていますが、7年後に②の補足資料とし

て再掲されたものです。これは、フランス革命を演じた主要人物の視点から激動

の30年間をおおまかに一望できる貴重な図ですが、革命の展開は極めて複雑です。

                                                         
1イポリート・テーヌ（1828-1893） 



京機短信 No.362, 2021年12月 

- 32 - 
 

熱工学を専門とする筆者の立場からは、熱力学第2
法則の礎を築いたサジ・カルノー（1796-1832）の

父ラザール・カルノー（1753-1823、« organisateur 
de la Victoire »「勝利の組織者」と呼ばれました）

が軍人および数学者・工学者としてフランス革命

の中で活躍するのが印象的です（③には索引もあ

るので、カルノーの活躍が極めて多岐にわたって

いることが容易に確認できます）。 

 

 以上、紙面の制約以前に筆者の力では桑原先生たちの大研究を的確に要約して

ご紹介するのは難しいですが、多少なりともご参考になれば幸いです。なお、次

ページ以降には本稿の付録として 
『桑原武夫集』（全10巻、岩波書店（1980～1981）：年代順編集） 
『桑原武夫全集』（全8巻、朝日新聞社（1968～1972）：テーマ別編集） 
の総目次、さらに文藝春秋誌での記事一覧を追加します。 
 また、松尾尊兊（たかよし：1929-2014）先生の 
『滝川事件』、Ⅵ-四 ある日の桑原武夫先生、pp.366-375 岩波現代文庫（2005）

にも興味深い記述があることを付記します。

ラザール・カルノー  サジ・カルノー 
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『桑原武夫集』全10巻、岩波書店（1980～1981）総目次（編集人作成） 
 

1 1930～1945 
尾上郷川と中ノ川 
スタンダールの芸術につい

て 
積雪期の白根三山 
スタンダール 
虚子の散文 
服装と行為 
山岳紀行文について 
あの頃のこと 
小説の読者 
富岡鉄斎展を見て 
能郷白山と温見 
湖南先生 
『遠野物語』から 
パリの公園 
ファーブル博物館 
ブルターニュ紀行 
パリ大学開講式 
文学的フランス 
アラン訪問記 
パリの本屋など 
早春日記 
ドイツ紀行 
ラシーヌへの道 
ニームの闘牛 
美術品の防衛 
山遊び 
慰戯としての文学 
『古代弁自序』を読んで 
鈴鹿紀行 
キーツの墓 
フーレ先生 
コンパニョナージュ 
アメリカ上陸 
黒人街 
モンテーニュの城 
スタンダール遺跡めぐり 
政治遊戯 
芸術家の実生活と作品 
戦時下の登山 
鳥の死なんとする 
展墓 
詩人 
二十年前の三好達治君 
歴史と小説 
登山の文化史 
『クレーヴの奥方』につい

て 
『三国志』のために 
ざくろの花 
書物について 
五十マルク札 
外国文学研究の反省 
ヴァレリの『スタンダール

論』 
現代フランス・ヒューマニ

ズム 
町一番の風呂 

西田先生の一面 
 

2 1946～1950 
趣味判断 
文学修業 
日本現代小説の弱点 
断想 
ものいいについて 
フランスの一左翼作家 
ブールデル雑記 
文芸俗話 
西洋文学研究における孤立

化について 
アランの政治思想 
第二芸術 
三好達治君への手紙 
短歌の運命 
洞察について 
谷崎潤一郎氏のインエイ・

ライサン 
横光利一氏の『秋の日』 
芭蕉について 
パリの下宿 
マルロー研究 
ずり落ち 
反訳について 
文学における伝統 
地方文化私見 
織田作之助君のこと 
フランス文学におけるドイ

ツの影響 
君山先生 
やむを得ぬ滅亡 
スタンダールの世界文学賞 
エコール・サントラール精

神 
仙台を去るにあたって 
歴史と文学 
『イタリア絵画史』のスタ

ンダール 
レーヴィットの『ヨーロッ

パのニヒリズム』 
戦後の宮本百合子 
伝承問答 
高原の幸福 
法隆寺の壁画 
平和の発見 
文学者と酒 
人間認識 
フランス的ということ 
書評のない国 
人間の戦い 
素朴ヒューマニズム 
読みそこない 
文学批評について 
 

3 1950～1953 
文学入門 
鷗外と不俗 

宛名のない手紙 
ジッドの死をきいて 
私の読書遍歴 
『ルソー研究』序言 
ルソーの文学 
伝統 
北海道断想 
鷗外の『高瀬舟』そのほか 
ヘミングウェイ『武器よさ

らば』 
あくまで平和を 
西洋文学研究者の自戒的反

省 
人間性の試金石 
今日における歌舞伎 
読書 
漢文必修などと 
文化遺産のうけつぎ 
丁玲における尖鋭さ 
アラン 
南方熊楠の学風 
予想あそび 
日本映画の成長 
杜甫の『贈衛八処士』につい

て 
パスカルの時計のパンセの

一解釈 
『魯迅評論集』を読んで 
みんなの日本語 
家元制についての私的感想 
外国人を招くことについて 
伊東静雄の詩 
三好達治の『測量船』につい

て 
文学とはなにか 
 

4 1954～1956 
考史遊記 
アマクチの流行 
榊亮三郎先生のこと 
平和運動と誓い 
文学批評と価値判断 
『百科全書』の芸術論 
啄木の日記 
『七人の侍』 
旧友の文章 
日本知性への注文 
敗戦前後 
自己解説 
学問を支えるもの 
しろうと農村見学 
河上肇『自叙伝』 
トルストイ『戦争と平和』入

門 
『近松物語』の感動 
ソ連の宗教 
アルメニア紀行 
ショーロホフ五十の賀 
ソ連・中国の乾燥性 

社会主義国の女性雑感 
四川紀行 
日本文化論のあり方 
明治の再評価 
博雅の士貝塚茂樹 
漢の高祖の『大風歌』につい

て 
歴史における人間の尊重 
恐怖政治の大天使・サン=ジ

ュスト 
幼いころの絵本 
森外三郎先生のこと 
 

5 1957～1959 
ニアリング夫妻との一夕 
ノーマン博士の思い出 
『大菩薩峠』 
西堀南極越冬隊長 
日本的とはなにか 
芸術の社会的効果 
郭沫若氏の一面 
『明治天皇と日露大戦争』 
国際ペン大会の印象 
伝統と近代化 
『揚州八怪』から 
河野学派の落第生 
第一級の文化論 
美人観を調査する 
国文学のあり方 
チョゴリザ登頂 
現代日本における古典のあ

り方 
科学技術時代と古典の運命 
フランス・ナショナリズム

の展開 
 

6 1959～1964 
研究者と実践者 
日本の教育者 
叱るということ 
ケンソン 
眠り上手 
一九六〇年論壇時評（十二

篇） 
日本は小国ではない 
ひとはいさ 
宇宙時代と古典 
人を知る明のない先輩 
伊勢神宮の国有化 
私のノンフィクション 
ジャワの十日間 
安保阻止運動 
青年の冒険精神 
永井荷風 
ショーロホフ『静かなドン』 
中野重治をめぐる雑談 
ナショナリズム論について 
日本文化の考え方 
日本文化雑感 
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仲間的結合 
存在としてのインド 
大正五十年 
インド史学界の新巨星 
ローマ字新聞 
シンポジウムに招かれての

感想 
緑のしげみ 
柳田さんの一面 
ルソー思想の世界への浸透 
パワー・ポリティックス 
アフリカひとのぞき 
松本清張の文学 
インド・ネパールの旅 
現在も生きる心情 
狩野先生逸事 
後進国問題の考え方 
おやじ 
ベンガルの槍騎兵 
錬金術師の早技 
 

7 1965～1969 
近代日本における歴史学 
ある明治のナショナリスト 
萩原朔太郎の庭見物 
憲法第一章についての感想 
ふたたび江刈村へ 
ベトナムについての感想 
和魂洋才の変転 
人間兆民 
ふるさとを行く 
心の痕跡 
今西錦司論序説 
名を知っているということ 
東北の可能性 
明治百年を迎えて 
こころづくし 
小島祐馬先生を偲ぶ 
『桂春団治』序にかえて 
近代化における先進と後進 
文学価値論 
人民史家ミシュレ 
私のなかの中国 

ヨーロッパと日本 
人文科学における共同研究 
読書家と観察者 
仙台の五年間 
中天に輝く天体 
桑原隲蔵小伝 
父の手帳 
トレギエから 
トレギエの二週間 
現代社会における芸術 
日本の百科全書家新井白石 
 

8 1969～1974 
思い出すこと忘れえぬ人 
ブータン入国記 
一致と影響 
『中央公論』創刊一〇〇〇

号を迎えて 
流行言 
ヨーロッパ文明と日本 
奇人 
駒井能登守のために 
林達夫について 
カタカナの氾濫 
昔話 
人間性について 
三上章を惜しむ 
書についての雑談 
夢 
川端康成氏との一夕 
大事件にひもをつけよ 
松本清張の処女作 
平和の条件としての文化 
大学生と俳句 
世界の日本学 
明治革命と日本の近代 
石油の国 
モスクワとバクー 
ヨーロッパの出かせぎ労働 
志賀高原と三好達治 
志賀さんの思い出 
好きなことば 
奈良時代の志賀さん 

永井荷風の生活と芸術 
鉄斎の芸術 
 

9 1974～1977 
論語 
現代日本文明について 
本当の政治論 
今西錦司について 
ニーダム博士と私 
中江兆民の洞察 
おのずと 
丸山薫弔辞 
シルクロードの旅から 
元号について 
トルコの印象 
トインビー『図説歴史の研

究』について・, 
日本論壇の弱点 
町の美観は誰のものか 
現代本文明について 
文学における悪 
柳田国男『遠野物語・山の人

生』解説 
内藤湖南『日本文化史研究』

解説 
壮絶な準備 
青果雑感 
西洋音楽と中国・日本 
天下の大勢 
達人マルローについて 
知的関心としての民俗学 
私の敦賀 
左派の長者 
都のかたち 
竹内さんと私 
 

10 1977～1980 
懐しい土居先生 
三つの挿話 
日本のフランス文学研究に

のぞむ 
紀元二〇〇〇の挑戦 
未見の知己 

ヨーロッパの印象 
兆民への接近 
インディオの山高帽子 
中国について 
年の初めの願いごと 
宇野久夫『髪形の知性』序に

かえて 
半世紀の思い出 
別荘 
ルソーの魅カ 
歴史と人間 
工業化時代におけるクラフ

ト 
加籐周一氏をめぐる断片語 
内発的文化の知的創造性に

ついて 
甘くない国際理解を 
ゼイタクということ 
八木一夫弔辞 
虚子についての断片二つ 
名和君の酒, 
国際ペン大会に参加して 
「文化力」ということ 
富士正晴の詩 
追憶 
風俗学とその周辺 
国際コミュニケーションと

日本文化 
弔カイヨワ 
朝永さんのこと 
吉川君のこと 
文章作法 
高仙芝について 
木村さん 
甲信越と私 
中国に父をしのぶ 
着任 
文字村疎開記 
自由・平等・友愛と現代世界 
推薦文（四十四篇） 

 

 

『桑原武夫全集』全8巻、朝日新聞社（1968～1972）総目次（編集人作成） 
 

第1巻 
文学とはなにか 
文学入門 
小説の読者 
慰戯としての文学 
芸術家の実生活と作品 
孤独について 
日本現代小説の弱点 
文学批評について 
文学批評と価値判断 
芸術の社会的効果 
ヘミングウェイ『武器よさ

らば』 
ショーロホフ『静かなドン』 
トルストイ『戦争と平和』入

門 
漢の高祖の『大風歌』につい

て 
杜甫の『贈衛八處士』につい

て 
鷗外と不俗 
石川啄木 
啄木の日記 
永井荷風 

戦後の宮本百合子 
三好達治君への手紙 
三好達治の『測量船』につい

て 
伊東静雄の詩 
 

第2巻 
文学的フランス 
フランス的ということ 
現代フランス・ヒューマニ

ズム 
ラシーヌへの道 

パスカルの時計のパンセの

一解釈 
『クレーヴの奥方』につい

て 
スタンダールの芸術につい

て 
スタンダール 
『イタリア絵画史』のスタ

ンダール 
ヴァレリの『スタンダール

論』 
中天に輝く球体 
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アラン 
アランの政治思想 
ジッドの死をきいて 
フランスの一左翼作家 
マルロー研究 
フランス文学におけるドイ

ツの影響 
西洋文学研究における孤立

化について 
西洋文学研究者の自戒的反

省 
コンパニョナージュ 
政治遊戯 
フランスの室内遊戯 
（フランス・）ナショナリス

ムの展開 
 

第3巻 
ひとはいさ 
洞察について 
第二芸術 
芭蕉について 
短歌の運命 
文学修業 
文芸俗話 
谷崎潤一郎氏のインエイ・

ライサン 
横光利一氏の『秋の日』 
文学者と酒 
美術随想 
なぜ小説を読まないか 
今日における歌舞伎 
家元制についての私的感想 
富岡鉄斎展を見て 
『遠野物語』から 
『三国志』のために 
南方熊楠の学風 
『大菩薩峠』 
『揚州八怪』から 
劇場での感想 
映画論（六篇） 
ものいいについて 
むつかしすぎる 
反訳について 
漢文必修などと 
むつかしい文章 
みんなの日本語 
国文学のあり方 
宇宙時代と古典 
ローマ字新聞 
伝承問答 
文化遺産のうけつぎ 
伝統 
伝統と近代化 
日本文化の考え方 
日本文化雑感 
歴史と小説 
伝統と民族性 
文学における伝統 
歴史と文学 
国民文学論について 
歴史における人間の尊重 

近代日本における歴史学 
 

第4巻 
人間認識 
湖南先生 
君山先生 
狩野先生逸事 
森外三郎先生のこと 
西田先生の一面 
榊亮三郎先生のこと 
柳田さんの一面 
ある明治のナショナリスト 
河上肇『自叙伝』 
『桂春団治』序にかえて 
詩人 
萩原朔太郎の庭見物 
二十年前の三好達治君 
錬金術師の早技 
中野重治をめぐる雑談 
今西錦司論序説 
西堀南極越冬隊長 
旧友の文章 
博雅の士貝塚茂樹 
ベンガルの槍騎兵 
やむを得ぬ滅亡 
織田作之助君のこと 
人を知る明のない先輩 
アラン訪問記 
フーレ先生 
ニアリング夫妻との一夕 
郭沫若氏の一面 
ノーマン博士の思い出 
恐怖政治の大天使・サン=ジ

ュスト 
ざくろの花 
書物について 
展墓 
町一番の風呂 
車中にて 
仙台を去るにあたって 
高原の幸福 
私の行楽 
月のことば 
叱るということ 
ケンソン 
眠り上手 
心の痕跡 
趣味判断 
アマクチの流行 
美人観を調査する 
研究者と実践者 
日本の教育者 
科学振興と国語問題 
科学技術時代と古典の運命 
日本学術会議のために 
大学における自由の考え方 
『ルソー研究』序言 
人文科学における共同研究 
桑原隲蔵小伝 
おやじ 
こころづくし 
私のうけた家庭教育 

幼いころの絵本 
一度もない転機 
河野学派の落第生 
仲間的結合 
初期の文章三篇 
自己解説 
 

第5巻 
鳥の死なんとする 
断想 
文学雑誌のあり方 
角帽 
法隆寺の壁画 
平和の発見 
引揚げ 
或る小事件 
人間の戦い 
素朴ヒューマニズム 
宛名のない手紙 
私はユートピアなどいらな

い 
あくまで平和を 
外国人のいうこと 
人間性の試金石 
講和を祝う歌について 
日本インテリの弱さ 
ナショナリズムと文化 
予想あそび 
外国人を招くことについて 
思想の自由と伝統 
鴨東線は早くつくるがよい

付記 鴨東線とは、現在、

大阪から三条まで来てい

る京阪電車線を北へ出町

柳まで延長して、叡山電

車と連絡せしめようとす

るもので、京都市会では

数年来の懸案となってい

た。この公聴会後、開設案

が可決された。（編集人

注：「現在」とは、本書発

行時の1969年1月のこと） 
雲の中を歩んではならない 
平和についての架空座談会 
平和運動と誓い 
日本知性への注文 
敗戦前後 
学問を支えるもの 
明治の再評価 
日本文化論のあり方 
教養主義のゆくえ 
革命と伝統 
にぎやかな日本 
身から出たサビ 
日本的とはなにか 
進歩的ということ 
時のながれ 
ヒューマニズムを使ってみ

て 
私たちの憲法 
一九六〇年論壇時評（十二

篇） 

日本は小国ではない 
伊勢神宮の国有化 
安保阻止運動 
青年の冒険精神 
低姿勢と高姿勢 
ナショナリズム論について 
大正五十年 
パワー・ポリチ（ティ）ック

ス 
鉛色の空の下での断想 
論争について 
多数人口と日本文化 
見物人の感想 
憲法第一章についての感想 
ベトナムについての感想 
万国博基本理念 
市民から市民への訴え 
和魂洋才の変転 
明治百年を迎えて 
むりな注文かもしれぬが 
西洋崇拝からの脱却 
 

第6巻 
緑のしげみ 
早春日記 
パリの下宿 
パリの公園 
パリの本屋など 
ファーブル博物館 
パリ大学開講式 
スタンダール遺跡めぐり 
モンテーニュの城 
ニームの闘牛 
ブルターニュ紀行 
ドイツ紀行 
五十マルク札 
キーツの墓 
アメリカ上陸 
黒人街 
私のみたアメリカ市民 
訪米雑感 
モスクワ第一信 
日本語のできるロシア人 
ソ連の中学 
ショーロホフ五十の賀 
ソ連における文学研究につ

いての感想 
アルメニア紀行 
中国の言語政策 
人民解放軍歌劇団 
新中国の見方について 
四川紀行 
私のなかの中国 
生産文化と消費文化 
社会主義国の女性雑感 
ソ連・中国の乾燥性 
共産主義国をどう見るか 
ジャワの十日間 
インド・ネパールの旅 
インド史学界の新巨星 
存在としてのインド 
アフリカひとのぞき 
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国際学生セミナールに参加

して 
国際ペン大会の印象 
後進国問題の考え方 
近代化における先進と後進 
ヨーロッパと日本 
 

第7巻 
登山の文化史 
積雪期の白根三山 
能郷白山と温見 
鈴鹿紀行 
尾上郷川と中ノ川 
服装と行為 
あの頃のこと 
山遊び 
ずり落ち 
なつかしさ 
山岳紀行文について 
チョゴリザ登頂 
地方文化私見 
北海道断想 

しろうと農村見学 
ふたたび江刈村へ 
東北の可能性 
考史遊記 
ふるさとを行く 
読書 
読みそこない 
書評のない国 
読書家と観察者 
松本清張の文学 
司馬文学について 
書評九篇 
すいせん文十六篇 
自著はしがき・あとがき集 
 

補巻 
現代社会における芸術 
新井白石の先駆性 
日本の百科全書家新井白石 
人民史家ミシュレ 
今日の世界 
林達夫について 

駒井能登守のために 
松本清張の処女作 
人間性について 
平和の条件としての文化 
父の手帳 
小島祐馬先生をしのぶ 
追想――矢野仁一先生のこ

と 
風神奔放 
高橋和巳への弔辞 
奇人 
三上章を惜しむ 
川端康成氏との一夕 
夢 
昔話 
トレギエの二週間 
ブータン入国記 
ブータン国連加盟 
名を知っているということ 
緑陰読書 
（『中央公論』）創刊一〇〇

〇号を迎えて 

流行言 
歴史のこまやかな味 
カタカナの氾濫 
幸福狩り 
書についての雑談 
大事件にひもをつけよ 
すいせん文十篇 
思い出すこと忘れえぬ人 
虚子の散文 
戦時下の登山 
ブールデル雑記 
スタンダールの世界文学賞 
エコール・サントラール精

神 
ソ連の宗教 
現代日本における古典のあ

り方 
シンポジウムに招かれての

感想 
 

 
 

『文藝春秋』に収録された記事一覧 
（『桑原武夫集』や『桑原武夫全集』と一部重複） 

 
町一番の風呂（1944.11） 
或る小事件（1949.9） 
文學の害毒について（1951.3） 
南方熊楠の學風（1952.12） 
みんなの日本語（1953.4） 
忘れられぬ學者（1954.4） 
京都學派罷り通る〔鼎談：末川博（1892‒1977）・恒藤恭（つねと

う きょう、1888‒1967）〕（1954.6） 
何れが是か非か（1954.10） 
あるソ連邦の共和國（1955.8） 
自由過剰の國・日本〔対談：中谷宇吉郎〕（1956.8） 
よき時代のよき教育者（1956.12） 
西堀南極越冬隊長（1957.6） 
揚州八怪から（1958.1） 
「花嫁の峰」の貧乏隊長（1958.11） 
大正五十年（1962.2） 
中江兆民（1964.8） 
借金の名人・三好達治（1964.10） 
大学入試は改革できる（1966.3） 
まごころ（1967.2） 

明治は日本のルネッサンス〔対談：松本清張〕（1968.11） 
思い出すこと忘れえぬ人（1969.1） 
港町での少年時代（1969.2） 
錦林小学校時代（1969.3） 
小島塾の二階の六畳（1969.4） 
伯父さん列伝（1969.5） 
不幸な友人たち（1969.6） 
しらくもとグループ旅行（1970.1） 
古風な恩師たち（1970.2） 
濫読の楽しみ（1970.3） 
思い出の “にわか„ 師たち（1970.4） 
北海道の山旅（1970.5） 
あこがれの少女たち（1970.6） 
“人工日本語„ の功罪について〔対談：司馬遼太郎〕（1971.3） 
ブータン国連加盟（1972.2） 
川端さんはこんな人だった（1972.6） 
壮絶な準備（1976.11） 
 
グラビア記事：日本の顔（1967.2） 
グラビア記事：娘と私（1971.12） 

 
 余談ながら、『文藝春秋七十年史〔資料編〕(1994、全510ページ)』が1923～1991年の総目次

です（非売品ですが“amazon”や“日本の古書店”などで入手可能で、2024年には同様に『百

年史』が出ると予想されます）。 総目次を眺めていると、1945年4～9月は戦争のため休刊、さ

らに1947年2月号は用紙難のため休刊という事実に気付きました。また、1946年2・3月と4・5月

はそれぞれ合併号になっています。当時の状況が伺われます。 
 

編集人 
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